
大分川 ２日間 ５３８㍉ ４８時間 ９１１㍉



明治２６（1893）年１０月１３～１４日 台風２号
14日10時30分 984.7hPa 北東18.6m/s
総降水量 404.6㍉ 14日午前中 250㍉

当時 県下は ２８０町村
９９％の２７６町村被災

大分川・大野川・駅館川
山国川流域 特に被害大

大分・中津・臼杵・佐伯の
平野部の町並み 水浸し

死者・不明者 266名
家屋の全壊・流失 1846棟
堤防破損 5111か所
崖崩れ 10308か所

測候所開設 ６年後



大分県廳前一面浸水横流ノ状況 1893年（M26）10月13～15日台風 矢野三化 県立図書館蔵

県内 死者 ２６６名
大分町 市街地 総雨量４０４㍉
浸水 ５～12尺（1.5～3.6㍍）

測候所創立６年後





写真：大分地方気象台

舞鶴橋流失

昭和２８年６月２５～２９日

死者・行方不明 ８４名

家屋全壊・流失 : １８０７棟 堤防決壊： １８２５箇所

湯布院 ８１８㍉



大分川流域 死者１１名 負傷者 ５６名 流失家屋７８戸

全半壊家屋３６０戸 床上浸水１２９８戸 床下浸水８９９４戸

中州になった下郡築堤（S28.6）
写真：大分河川国道事務所より



平成16年10月20日 大分市錦町


